
⑮（春）／8月6日／9.8cm／28.3℃
⑯といっしょに生まれたのにどうして？

⑯（夏）／8月6日／9.0cm／28.3℃
なぜ同じ日なのに春型、夏型ちがうの？
⑰（春）／8月7日／11.5cm／27.4℃
私の見まちがいかな？
⑱（春）／8月7日／10.5cm／27.4℃
真夏なのに春型
⑲（夏）／8月11日／10.0cm／26.7℃
はらの形もなにか関係してる
⑳（春）8月14日／11.5cm／22.9℃
これはおなかがふくらんでいる
（夏）／8月17日／10.0cm／21.1℃

これはおなかがふくらんでいない

5 研究から考察

①～ までのアゲハは、春型のも様が９ひき、
夏型のも様が12ひきという結果だった。
今年の一番最初（４月２８日）に見付けたたまご

が、６月７日に羽化したアゲハ（①）になった。
でも、それが夏型だったので、もう春型はないと
思った。
しかし、その後、春型が羽化し、春と夏がいろ

いろ出てきて、とても変だと思った。
８月６日の同じ日に羽化したアゲハ（⑮⑯）が

春と夏だったので、２ひきを観察してみた。する
と、おなかのふくらみもちがうのが分かり、もし
かして、今まで春と夏と思っていたのは、オスと
メスのちがいかと思い始めた。

そこで、図書館で図かん（「こん虫ナビ図かん・
アゲハチョウナビ）を借りてきた。
図かんには、『冬をこしたサナギから羽化したも
のは、春型とよばれます。アゲハは、夏から秋に
かけて、1～3回チョウになることをくり返します
が、これは全て夏型になります。』と書かれていた。
でも、その本にも春型と夏型のオスの絵しかな

く、夏型のメスの写真や絵は、のっていなかった。
他の図かんも調べてみたが、夏型のメスのものは
なかった。

6 研究方法―その２

家のゆずの木のところに、たまごを産みにくる
アゲハをつかまえて、その特ちょうを調べる。

7 研究の予想

つかまえたアゲハは、全部私の思っている春型
も様で、おなかの形がふくらんでいると思う。

8 研究の結果

４ひきのアゲハをつかまえた。
8月21日　10時10分　春型も様
8月29日　16時 5分 春型も様
8月30日　 9時　　 春型も様
8月30日　10時45分　春型も様

9 まとめ

私は、も様のちがいは、春型と夏型のちがいだ
とずっと思っていた。でも、実さい調べてみたら、
それは、メスとオスのちがいであるということが
分かった。
３年生の時、月ごとのアゲハの成長のちがい

（表１）を調べた。その時、十月のテンちゃんは、
冬ごしをする予定でいた。でも、部屋の中で育て
ていて、母がストーブをつけた次の日に羽化して
しまった。（写真１）

12月に羽化したアゲハ　私は何型？
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1 研究の動機

今までアゲハをいっぱい育ててきて、アゲハに
は、も様の色がちがう事に気付いた。
図かんで調べてみると、それが春型と夏型でち
がうということが分かった。春型は青やオレンジ
がはっきりしていて、夏型は、黒がこく、青やオ
レンジは、目立たない。（図１）
そこで、いつごろから夏型に変わるのか、調べ
てみることにした。

2 研究の方法―その１

ナミアゲハのたまごやよう虫を見付け、羽化さ
せて、それが春型か夏型か調べる。
その時、チョウの大きさや羽化した日の平きん
気温も調べておく。

3 研究の予想

昨年度、月ごとのたまごを育てた結果（表１）
６月生まれの「ロクちゃん」まで春型だったので、
６月か７月の間に、夏型へと変わる時があると思
う。このころは、気温も高くなるから、きっとそ
うだと思う。

（じゅんびした物）
アゲハのたまごやよう虫・フィルムケース・み

かんの葉・ケース・記録用紙・デジカメ・定ぎ

4 研究の結果

21ぴきのアゲハを羽化させることができました。
以下、春型か夏型（春）（夏）／羽化した日付け／
羽を広げた大きさ／羽化した日の平きん気温／一
言感想を順に表します。
①（夏）／6月7日／11.0cm／21.4℃
最初から夏型なんて！

②（春）／6月9日／11.5cm／21.6℃
夏型の次に春型？変だな。

③（夏）／6月10日／11.0cm／20.3℃
また夏型？なぜ、おかしいな。

④（夏）／6月13日／11.5cm／22.7℃
また夏型という事はもう全部夏型かな？

⑤（春）／6月14日／11.0cm／22.7℃
なぜ春型にもどるの？

⑥（夏）／6月15日／10.5cm／21.9℃
きのうの春型はたまたま？

⑦（夏）／6月16日／11.0cm／21.8℃
やっぱりあの春型はたまたま？

⑧（春）／6月17日／13.0cm／22.2℃
このチョウはでかい！でもなぜ春型？

⑨（夏）／7月13日／11.5cm／22.8℃
今度は夏型だけど次は…

⑩（夏）／7月14日／10.0cm／21.7℃
やっぱり今は夏型！

⑪（春）／7月15日／11.0cm／20.6℃
え、また春型にもどるの？

⑫（夏）／7月17日／11.0cm／22.7℃
今は夏型？それとも春型？

⑬（夏）／7月24日／10.5cm／25.1℃
でも今は夏！夏型だよね。

⑭（春）／7月25日／11.0cm／25.6℃
また春型？今は夏なのに…
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3 私は、何型？　～アゲハのも様は、なぜちがうの～
〈 〉
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3 私は、何型？　～アゲハのも様は、なぜちがうの～

浜松市立西都台小学校

渡 辺 紗 妃４年

〈 〉



1 研究の動機

ぼくは、１年生から、画用紙でいろいろな橋を
作って実験をしてきた。
橋の種類は、大きく分けて、次の５つに分けら

れる事が分かって、その仕組みも分かった。
・けた橋　・つり橋　・斜張橋　・アーチ橋
・トラス橋

これまで、橋げたに上からかかる力で、橋の強
さを実験したけれど、夏休みに台風10号が上陸し
て大雨をふらした後の天竜川を見て、川にかかる
橋の橋きゃくには、水の流れの強さにたえる力が
必要だと分かった。そこで橋きゃくにかかる力に
ついて調べることにした。
また、菊川の河口にかかる「潮騒橋」の形が、

とてもおもしろいと思ったので、その仕組みを調
べようと思った。

2 橋きゃくにかかる力

８月９日、上陸した台風10号は大雨をふらせた。
ぼくは増水した、天竜川を見に行って車で橋を渡
ってみた。いつもは中州が見える天竜川が、向こ
う岸までの大きな川になっていた。橋きゃくの前
後では水しぶきがあがるほどになっていて、かな
りの力が橋きゃくにかかっているだろうと感じた。
昨年、橋きゃくがあることによって水の流れが

変わる事などの実験をしてきた。今年は水の流れ
の中でどの位、力がかかっているのかを調べた。
（1）レンガを使った実験（橋きゃくにかかる力）
①　レンガにひもをしばり、下にプラスチッ
ク板をしく。ばねばかりをつけ引っ張り、
レンガの動きはじめる時の値を読む。

②　流れのない水の中にプラスチック板を置
いて同じように引っ張る。

③　流れのある水の中で同じように引っ張る。

①～③それぞれについてレンガの向きを変え
て（Ａ、Ｂ）実験をしてみた。（図１）

広い面積に流れのある水が当たるとレンガを、
たおそうとする考えたので、Bの③①ばねばかりの
値が一番高くなると予想した。結果は図２のよう
になった。

予備実験で、床の面の様子によって値がバラバ
ラになったので、条件を同じにするためにプラス
チック板をしいた。
予想通り、流れのある水の中で、広い面積に水

があたる方が、レンガに力がかかることが分かっ
た。水がないところでは、ＡとＢの値が同じだっ
た。水のていこうがなくて、レンガがプラスチッ
ク板についている面積が同じだからだと考えた。
レンガを横だおしにして広い面積で同じように測
ってみたら1300gだった、また、レンガを使う前に
ねん土をつめた空きカンを、ばねばかりで引っ張
ってみたら軽すぎてすぐ動いてしまったことは合
わせて考えてみると重く、底の面積が大きい物ほ
ど引っ張って動かそうとした時に大きな力が必要
だということが分かった。
レンガを水の中に入れただけで100gの力がかか

った。ＡとＢの値は同じだった。
流れがある中に入れたら、予想通り、Ｂの③の

値がとても大きくなった。AとBではBが大きいこ
れらから橋きゃくは、水の流れか直接当たる面積
は小さい方がよいということが分かった。
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4 橋の研究５

浜松市立飯田小学校

露 木 　 聖５年

〈 〉だから、私はまだ春型のアゲハをじっくり観察
していません。
今年こそ冬ごしを成功させて、春型を見ようと
９月から育てている。今ケースの中で５ひきがさ
なぎだ。

このサナギが全部羽化して、春型を見てみたい。
楽しみだ。
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今し育中の、５ひき
のサナギ


